
 

 

 

令和元年度第４回公立大学法人県立広島大学教育研究審議会議事録 

（メール持ち回り審議） 
 
 
 
 

１ 日 時  

 

令和元年６月６日（木）～11 日（火） 

 

 

２ 審議事項 

 

（１）令和３年度県立広島大学入学者選抜における変更（予告）（案）への意見について 

    審議事項１について，原案について了承された。その他意見は，別紙のとおり。 

    なお，学部等再編推進委員会委員からの意見を踏まえて，別添のとおり，案を修正した。 

 

  



令和元年度第４回公立大学法人県立広島大学教育研究審議会委員 名簿 

区 分 氏    名 職        名 出欠 

議長 中村 健一 
理事長 

学長兼務 
出 

委員 原田 俊英 
理事（研究・地域貢献・国際交流担当） 

副学長兼務 
出 

委員 馬本  勉 
理  事（教育・学生支援担当） 

副学長，総合教育センター長兼務 
出 

委員 栗栖 恭三 
理  事（新大学・広報・ＭＢＡ担当） 

事務総長兼務 
出 

委員 太田 克司 
理  事（総務・企画担当） 

事務局長兼務 
出 

委員 下﨑 邦明 参与 出 

委員 榊原 恒雄 広島県教育委員会 理事（非常勤） 出 

委員 伊藤 敏安 
広島修道大学国際コミュニティ学部            

教授 
出 

委員 長尾 ひろみ 
公益財団法人広島県男女共同参画財団 

理事長 
出 

委員 渡邉  誠 
前 海陽中等教育学校 副校長 

元 開成中学校・高等学校 教頭 
出 

委員 藤井  保 学長補佐（中期計画・学部等再編推進担当） 出 

委員 田中  聡 学長補佐（教育改革・大学連携担当） 出 

委員 谷本 昌太 人間文化学部長 出 

委員 肖  業貴 経営情報学部長 出 

委員 西村 和之 生命環境学部長 出 

委員 小野 武也 保健福祉学部長，助産学専攻長兼務 出 

委員 三苫 好治 総合学術研究科長 出 

委員 江戸 克栄 
経営管理研究科長代理： 

ビジネス･リーダーシップ専攻長 
出 

委員 川原田 淳 学術情報センター長 出 

委員 市村  匠 地域基盤研究機構長 出 

委員 森永  力 国際交流センター長 出 

 



令和３（2021）年度 県立広島大学入学者選抜における変更について（予告） 

令和元年 6月 14日 
学部等再編推進室 

 令和２（2020）年度に実施する令和３（2021）年度入学者選抜において，実施方法等の一部について，

次のとおり変更することとしましたので，お知らせします。 

 なお，本予告は，今後，諸事情により変更となる可能性がありますので，本学からの発表に注意して

下さい。さらに詳しい内容につきましては，決まり次第，順次ホームページ等でお知らせします。 

１ 入試区分について 

  入試区分の名称を次のとおり変更します。 

  「推薦入試」 → 「学校推薦型選抜」 

  「ＡＯ入試」 → 「総合型選抜」 

２ 大学入学共通テストの利用について 

・これまでの「大学入試センター試験」に代わり実施される「大学入学共通テスト」については，全

ての一般選抜において合格者の判定に利用するとともに，総合型選抜及び学校推薦型選抜において

も，原則として「大学入学共通テスト」を課します。 

・「大学入学共通テスト」の「国語」，「数学」を試験教科として課す場合には，マークシート式問題

に加えて，記述式問題の結果を利用します。 

３ 英語資格・検定試験の結果の利用について 

・英語資格・認定試験の受検は原則として出願要件とはしません。但し，「学校推薦型選抜」の一部

においては，原則としてＣＥＦＲの段階別表示「Ａ２以上」を出願要件とします。 

・英語における「読む」「聞く」「話す」「書く」の４技能を適切に評価する観点から，大学入試セン

ターが認定した全ての資格・検定試験を対象とし，ＣＥＦＲの段階別表示に応じて点数化し，「大

学入学共通テスト」の「英語」の成績に加点します。 

４ 「主体性・協働性」の評価について 

・「主体性・協働性」は，高等学校等における学びの履歴について，調査書等を中心として評価する

こととし，得点化を行います。 

・調査書における評価（記載）項目については，全学で統一的に設定することとし，具体的な内容を

募集要項等において明示します。 

５ 「県立広島大学・地域への志向性」の評価について 

・本学が掲げる「課題探究型地域創生人材」育成の観点から，全ての学部及び全ての選抜区分におい

て，本学で実施している公開講座や，各学部で実施している高大接続等事業への受講（参加）状況

等についてのレポートや，総合的な学習の時間における成果物等を提出させるなどして，加点方式

により積極的に評価します。 

・なお，居住地域により当該事業への受講（参加）が難しい志願者に配慮するため，受講経験の評価

だけではなく，本学で学びたい理由を記載した志願理由書等の提出を選択できるようにするなどの

対応を行います。 
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